

























































57位以上の国々が「高位の人間開発 High Human 
Development」，58～145位の国々が「中位の人間開
発 Medium Human Development」，146位以下の国々
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注
１）地理学と開発の関係に関しては，Watts（2000）
による説明を主として参照した。
２）OPACでの検索において論題に｢人間開発｣を含
む論文は，2001年以降に発表された泉（2001），
富田（2004a,b），横関（2005）の４件のみであった。
しかし，これらは何れも地理学の中で人間開発
概念の問題を追究したものではない。また，｢人
間発達｣の語を含む論文はOPACから検出されな
かった。さらに言えば，“human development”
をタイトルに含む内外の地理学研究についても，
筆者は，web雑誌に掲載され，人間開発と情報コ
ミュニケーション技術の空間的関係について検討
したBirdsall and Birdsall（2005）以外の論文を見
出すことが出来なかった。
３）筆者自身も，かつてスミスに倣って，社会生活
やその発展の物質的基盤となるインフラストラク
チャーの整備に見られる日本国内の府県間地域格
差を考察した（山根 1985）。
４）国土地理院の地球地図ホームページに，実際
に地球地図データを使って作成したサンプル画像
（日本，スリランカ，ラオス，タイ，ネパール）
が紹介されている。
　 （http://www1.gsi.go.jp/geowww/globalmap-
gsi/gmdata-sample.html ）
５）かつて，空間的不平等を論じたスミスはSmith 
（2000）やLee and Smith（2005）で道徳や倫理
の問題を論じている。これらの問題は，開発や公
正の問題を論議する場合にも必然的に伴われる。
